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【新規】道産木材保管・利用拡大等対策事業費 

１ 目的・概要等 

新型コロナウイルス感染症の流行に伴う木材需要の低迷に対処するため、原木の一時保管及び道産木材の利用に対

して支援する。 

２ 事業内容 

○ 原木保管等支援

需要に応じた木材の安定的な供給を図るため、原木の生産や滞留している原木を保管する事業者等に対し、原木の

一時保管を行う際の運搬経費を補助する。

補助対象経費 原木の一時保管場所への運搬経費 

補助単価 500 円/㎥ 

事業実施主体 素材生産業者、森林組合等、原木を生産する事業体及びその組織する団体、滞留している原木を

素材生産者等から買い取り、保管する事業者等 

補助率 定額 

事業の流れ 

○ 道産建築材利用支援

道産木材の利用を促進するため、住宅や民間施設を建築する建築事業者に対し、道産建築材の購入経費を補助する。

補助対象経費 民間建築物の構造材等への木材活用経費 

補助単価 CLT 

コアドライ等

一般木材

内装材・外装材

103,200 円／m3 

63,200 円／m3 

21,200 円／m3 

1,500 円／m2 

事業実施主体 道産建築材を使用した民間建築物の建築工事を請け負い、かつ、道産建築材を積極的に利用して

いくことを宣言した建築事業者 

上限補助額 住宅 

民間非住宅 

100 万円／棟 

200 万円／棟 

優先採択基準 • 道産建築材の使用割合が高い建築物

• 構造見学会を実施するなど、効果的な PR を実施する建築物

• 不特定多数が利用するなど普及効果の高い建築物

補助率 定額 

事業の流れ 

区 分 道単独 予算額（千円） 国 道 その他 

実施主体 
上記「事業実施

主体」のとおり R3 年度 

原木保管等支援 10,000 10,000 － －

道産建築材利用支援 114,500 84,000 30,500 －

実施年度 Ｒ3 計 124,500 94,000 30,500 －

負担区分 
上記「補助率」

のとおり 

R2 年度 － － － － 

担当課・係 
林業木材課利用推進係（内線 28-455） 

木材産業係（内線 28-454） 

※ 国費は「新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金」

※ 道費は「森林整備等支援基金繰入金」で、HOKKAIDO WOOD 推進事業費（都市の木造化促進事業費）③道産木材

保管・利用拡大等対策事業（道産建築材利用支援）の再掲。

北海道 実施主体 
定額 

北海道 
定額 

団体 事業主体 
定額 
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